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業績予想の修正並びに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成23年５月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想について、

平成22年７月15日付「平成22年５月期決算短信」において公表いたしました平成23年５月期第２四半期連結累

計期間及び通期の業績予想を、下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせ致します。 

また、平成23年５月期第１四半期連結累計期間において、69百万円の特別損失が発生しておりますので、お知

らせいたします。 

 

１．平成23年５月期 連結業績予想の修正 

（１） 第2四半期連結累計期間（平成22年６月１日～平成22年11月30日） 

                                                           （単位：百万円） 

       
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益（注１）

前回予想（Ａ） 19,275 241 159 25,667 73,985.40

今回修正（Ｂ） 19,409 548 571 26,866 77,441.36

増減額（Ｂ－Ａ） 134 307 412 1,199 －

増減率（％） 0.7 127.1 258.8 4.7 －

（ご参考）前期第2四半期実績

（平成22年５月期第２四半期）
22,964 △33,370 △34,293 △34,177 △98,516.67

（注１） １株当たり四半期純利益の算出の基礎となる期中平均株式数は、第１四半期末発行済株式総数である346,925株を用いています。 

 

（２） 修正理由 

平成23年５月期第２四半期連結累計期間の売上高については、前回予想値を134百万円上回る19,409百万

円を見込んでおります。主な要因としては、当初より慎重に業績予想を策定していたものの、足下の市場環境

の改善等を背景に複数のプロジェクトにおいて売却金額が前回予想値を上回ったことによるものです。不動産

開発事業の売上高は、前回予想値の3,574百万円から119百万円増加し、3,692百万円となる見込みです。ま

た、資産活性化事業においては同15,360百万円から111百万円増加し、15,470百万円となる見込みです。一

ご注意： 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な 

不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
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方、今期より報告セグメントとして新設した不動産企画業務や販売代理業務等を取扱う不動産業務受託事業に

おいては、同342百万円から95百万円減少し、247百万円となる見込みです。 

損益面では、売上高が予想を上回ったことに加えて、一部のプロジェクトにおいて仲介業者を通じての売却

を計画していたものが、当社が直接売却したことにより仲介手数料分のコスト負担軽減が図れる等、一段のコ

スト圧縮が図れたことが奏功し、営業利益は前回予想値から307百万円増加し、548百万円となる見込みです。

経常利益については同412百万円増加し、571百万円となる見込みです。また、四半期純利益については債務

免除益が前回予想値であった25,439百万円を780百万円上回り、26,219百万円となる見込みとなったことか

ら、前回予想値から1,199百万円増加し、26,866百万円となる見込みです。 

 

（３） 通期（平成22年６月１日～平成23年５月31日） 

                                                          （単位：百万円） 

      
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益（注２）

前回予想（Ａ） 21,713 1,106 983 26,489 76,356.19

今回修正（Ｂ） 21,740 1,403 1,386 27,680 79,787.72

増減額（Ｂ－Ａ） 27 297 403 1,191 －

増減率（％） 0.1 26.9 40.9 4.5 －

（ご参考）前期実績 

（平成22年５月期） 
28,217 △32,245 △33,828 △28,384 △81,818.70

（注２） １株当たり四半期純利益の算出の基礎となる期中平均株式数は、第１四半期末発行済株式総数である346,925株を用いています。 

 

（４） 修正理由 

平成23年５月期通期連結会計年度の売上高については、前回予想値から27百万円増加し、21,740 百万円

となる見込みです。主な要因は、（２）第２四半期連結累計期間の修正理由によるものです。これにより、不

動産開発事業の売上高は、前回予想値である4,273 百万円から11百万円増加し、4,284 百万円となる見込み

です。また、資産活性化事業においては同16,385百万円から111百万円増加し、16,496百万円となる見込み

です。一方、不動産業務受託事業は、同1,056百万円から95百万円減少し、961百万円となる見込みです。 

損益面では、（２）第２四半期連結累計期間の修正理由により、営業利益は前回予想値から297百万円増加

し、1,403百万円となります。経常利益については同403百万円増加し、1,386百万円となる見込みです。ま

た、当期純利益は前回予想値から1,191百万円増加し、27,680百万円となる見込みです。 

 

２．特別損失の発生について 

（１） 内容 

経営合理化の観点から、持分法適用関連会社である合同会社OSアセットの当社出資持分を売却いたしまし

た。この売却に伴い投資有価証券売却損が69百万円発生したため、これを特別損失として計上いたしました。 

 

ご注意： 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な 

不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
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（２） 持分法適用関連会社の概要 

① 合同会社OSアセット 

商 号：合同会社OSアセット 

所在地：東京都中央区日本橋一丁目４番１号日本橋一丁目ビルディング 

代表者：代表社員 一般社団法人大森アセットファースト 

設立年月日：平成20年３月18日 

資本金：１百万円 

 

 

 

                                                              以 上 

ご注意： 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な 

不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
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